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（4）ワークショップ 

  ①テーマ 

「柳川市役所の目指すべき姿は」 

 

  ②題材 

  ・柳川市の現状（人口、財政、公共施設、職員数） 

  ・職員アンケート 

 

③方法 

・3 グループに別れ、題材を参考にしながら、テーマについてそれぞれ意見を出

し合う。 

 

・話し合いの時間は   分（午前  時  分まで）。 

・話し合い後、5 分程度でそれぞれの意見を分類分けする。 

・分類分け後、グループごとに 5 分程度で発表し、情報共有を行う。 

 

④ルール 

・題材（市の状況や職員アンケート）をもとに、「こんな柳川市役所だったらいい

な、楽しそうだな」と思える市の姿をイメージしてください。 

・否定をせず、色んな意見を受け入れてください。 

・出てきた意見は全て残してください。 

・結論を出す必要はありません。

 

 所属機関・団体等 氏 名 
備 

考 

Ａ 

１ 柳川商工会議所 専務理事 古賀 政文  

２ 
特定非営利活動法人とす市民活動ネッ

トワーク 代表理事 
鈴木 登美子 

 

３ 武松優税理士事務所 武松 優  

４ ㈱御花 代表取締役社長  立花 千月香  

Ｂ 

１ 九州大学大学院法学研究院 教授 出水  薫  

２ 元有明新報 総局長 冨安 龍介  

３ ｺﾐｭﾆﾃｨｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ・ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ 代表理事 椿原  恵  

４ ㈱コトブキヤ 代表取締役社長 戸田  昇  

Ｃ 

１ 柳川農業協同組合 代表理事専務 新谷   

２ ㈲プランドゥ 代表取締役 十時 裕  

３ 元市民レポーター 原田 由美子  

４ 福岡銀行 柳川支店 副支店長 武藤 恵  
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Ａグループ 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

職員の意見やア

イデアが役職に

関係なくいいや

すい職場 

職員として 市民として 

自分が市民の立

場に立って物事

を考えられる職

員 

部署を越えた交

流・コミュニケ

ーションがある

職場 

個人目標とそれ

に対する評価が

なされる職場 

地域活動に職員

が積極的に参加 

行財政改革を知

らない職員が多

すぎる 

庁議と経営会議

の内容の伝達方

法は？ 

市民協働の意味

を全職員が理解

している 

若い職員の意

見・アイデアを

政策に反映 

人に仕事をつ

けない 

仕事に人をつ

ける職場 

スクラップ＆ビ

ルドの徹底 

職員の意識改革

が必要 

職員が常に市

民のニーズ把

握に努め、政策

に反映する。 

業務の協力化 やりがいを見つ

けられる環境が

ある職場 

職員の地域活

動への参加 

相談に対して

たらい回しに

しない 

確実なものは

直接収益事業 

（オンリーワ

ンのもの） 
市役所は管理

を中心に 

（方針） 

事業はなるべ

く民間委託 

（今は心配な

いが）財政破綻

しないように 

（大テーマ） 

小さな政府 

上司と部下が

思いあう市役

所 

仲間意識が強

い市役所 

小学校の統廃

合 100 人以下

が 3 校 

あいさつが気

持ちいい市役

所 

職員が元気で

笑顔 

積極的に声か

け！ 

明るい市役所 窓口の担当の

人が笑顔がス

テキな市役所 

職員の笑顔 

近接する市役

所と比較し、負

け な い 政 策

を！ 

2045 年には超

高齢化が進み、

それに対応し

た 

プライバシー

が守られた安

心して相談で

きる市役所 
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Ｂグループ 

 

何か違うと感じ

させる 

合併 

↓ 

遠慮？ 

若手 

「新しい風」 

行事が多い 

↓ 

大変 

タテ社会 

 

地域 高校 

「喜ばれたい」 

 

「市民に」 

「何でも屋」 

「プロ」 

先頭にいる職員 強い意志 


